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調理実習の事前学習用映像教材の自主製作 
 

 

小川 真孝＊・青木香保里 

 

はじめに 

2008 年の学習指導要領の改訂により、小学校家庭科では体験的学習をより重要視するようにな

った。その背景のひとつには子どもたちの生活体験の不足が考えられるが、今回の改訂によって

小学校家庭科における調理実習の重要性は更に増したといってよい。 

しかし、実習の実施回数の減少や、実践可能な調理技能が身に付かないなど、今日の調理実習

は様々な問題を抱えたまま実施されているとの指摘がある。また、調理実習の事前指導では図や

写真を用いた説明が行われることが多いが、静止画では包丁の使い方などの細かい動作が伝わり

づらいという欠点がある。その対策として映像教材が用いられることもあるが、市販の映像教材

は高額であることや、地域の食材の取り扱いができないなどの問題が指摘されている。 

そこで、それらの課題に対応するために、本稿では調理実習の映像教材を用いた事前学習、お

よび映像教材の自主製作について検討する。なお、本稿においては小学校および中学校での調理

実習を念頭において検討を進める。 

検討の流れは以下の通りである。はじめに今日の調理実習における課題について考察し、次に

それらの課題の対処法として映像教材の活用を提案する。次に、映像教材の自主製作を提案し、

後に製作実験を行い、成果と課題を述べる。 

 

1. 今日の調理実習における課題 

今日の調理実習は様々な問題を抱えたまま実施されていることが指摘されている。それらの指

摘の中から、本稿では以下の２点を課題と捉え、検討する。 

 

 

 

1.1 実践可能な調理技能が身についていない 

小学校学習指導要領家庭科 1)には、学年目標として以下の記述がある。 

 

 

 

現行の小学校学習指導要領家庭科は、家庭で実践可能な知識や技能の習得を目標としていると

言える。ところが、現在実施されている調理実習では家庭で実践可能な調理技能が身についてい

＊愛知教育大学教育学部初等教育教員養成家庭選修４年  

・家庭で実践可能な調理技能が習得できていない 

・事前指導に静止画資料が利用されることが多く、理解しづらい 

(2) 日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け，

身近な生活に活用できるようにする。 
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ないという指摘がある。川嶋ら２)は今日の調理実習の技能習得に関して以下のように述べている。 

 

 

 

 

 

 

また、調理実習を「楽しければよい」とする考えが一部に強くみられた、とも述べている。 

川嶋らの報告から、教員は調理技能の習得を目指してはいるものの、授業時間数の減少や子ど

もの生活体験の不足などによる制約によってそれらの目標を達成できず、その代わりにグループ

学習による学習効果や調理実習を楽しむことに重点を置くようになったと言える。 

一方、現行の小学校学習指導要領３)には、調理実習の指導事項について次のように記載されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領の指導事項にあるのは調理技能に関する記載のみであり、グループ学習や調理を

楽しむことに関する記載はない。 

したがって、今日の調理実習は学習指導要領とは異なった目標を掲げて実施されている側面が

あると言える。もちろん、調理実習を楽しむこと自体は悪いことではない。グループ調理を実施

し、作業の分担や共に実食することで、子どもたちは社会性や協調性を身につけることができる

であろう。しかし、学習指導要領に則って言うなら、家庭科の調理実習においては調理技能の習

得が 優先されるべき事項になっていると言える。 

1.2 事前指導に静止画資料が利用されている 

筆者が 2014 年 1 月 9 日に教員養成課程に在籍する大学生 108 名に対して行ったアンケートに

よると、小学校または中学校の調理実習で事前指導を「受けた覚えがある」と答えた学生は、全

体の 65%に上った。この結果から、調理実習の事前指導は多くの学校で実施されていると言える。 

しかし、現在の事前指導においては、資料として静止画資料が用いられることが多い。静止画

資料とは、動画を用いない視覚資料を指した言葉である。静止画資料の例として、写真やイラス

ト、教科書、資料集などが挙げられる。静止画資料を用いた指導では、子どもたちは実際の動作

実習の学習目標を「基本的な調理法や調理器具の扱いができる」や「安全衛生に気をつけて調理

する」などにおく教師が多く、知能技術の習得を中心においた調理実習観が根強いと考えられる。

しかし、授業時間や子どもの生活体験の低下等の制約の中で、技能技術の習得達成を期待していな

い教師も多く、また技能技術の習得を確実にするための工夫は積極的におこなわれているとは言い

がたかった。 

（３）調理の基礎について、次の事項を指導する。 

ア 調理に関心をもち、必要な材料の分量や手順を考えて、調理計画を立てること。 

イ 材料の洗い方、切り方、味の付け方、盛り付け、配膳及び後片付けが適切にできること。 

ウ ゆでたり、いためたりして調理ができること。 

エ 米飯及びみそ汁の調理ができること。 

オ 調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取扱い及びこんろの安全な取扱いができること。



― 3 ― 

を視認することができないため、彼らが動作を理解できるかどうかは、主に教員の説明にかかっ

ている。しかし、口頭での説明では子どもたちの理解に差ができてしまう。 

そこで求められるのが、動画を用いた映像教材である。花城が沖縄県内の家庭科教諭を対象に

行ったアンケートでも、「事前指導を行う際の，作り方のコツや手順を説明するための動画教材」

を求める声が挙げられたという 4)。 

しかし、市販の映像教材は値段が高価であったり、指導範囲が自由にできないなどのデメリッ

トがあり、いまだ調理実習の事前指導に十分に普及しているとは言えない。 

 

2.  調理実習と映像教材 

前章では今日の調理実習における課題について検討したが、本章ではそれらの課題に対する対

応策として映像教材の利用を提案し、映像教材が持つメリットについて検討する。 

2.1 動画を取り扱うことができる 

はじめに考えられる映像教材のメリットとして、動画の利用が可能という点が挙げられる。 

先述したように、これまでの調理実習の事前指導では補助教材として図や写真などの静止画資

料が用いられるのが普通であった。しかし、それらはあくまで静止画であり、手がどう動くのか

など、実際の動きを確認することはできなかった。教員が食材を教室に持ち込んで実際に手本を

見せるにしても、教室や調理台サイズ、クラス人数などの制約を受けがちな実演（示範）の場合、

子どもたちが見る（観察する）位置によって見え方に相違が生じやすいという課題が残る。また、

手本を見せた後の食材の処理などの問題もある。 

しかし、映像教材は動画の取扱いが可能であり、子どもたちは実際の調理の映像を確認するこ

とができるため、調理実習の事前指導においては学習効果が期待できる。  

その学習効果の高さは篠崎 5)の実践によって証明されている。篠崎は動画を活用した支援教材

を製作し、それを調理実習の事前指導で活用するという授業実践を行った。その結果、事前指導

を受けた生徒から「実際に映像を見ることでイメージしやすかった」「料理のタイミングやどのく

らいの大きさに切ればよいかが、よく分かった」「説明だけで分かりにくい所もよく分かった」「何

度も繰り返し見られるので、すごく分かりやすかった」などの感想が得られたという。 

事前指導で調理の動画を見せることで、子どもの視覚的な理解を促すことができる。これが映

像教材を用いる第一のメリットである。このメリットは、第 1 章で検討した「事前指導に静止画

資料が利用されており、分かりづらい」という課題に対する対応策になると考えられる。 

2.2 音声を取り扱うことができる 

調理実習の教育効果をより高いものにするためには、あらかじめ子どもたちの学習意欲を高め

ておくことが何より重要である。そのため、調理実習の事前指導では、調理方法など技術面での

指導も重要であるが、子どもたちの学習意欲を高めておくことも同じように重要であると考える。 

映像教材は動画だけでなく音声の取扱いも可能であるため、BGM や効果音などを教材に挿入
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することができる。例えば、子どもたちに馴染みの深い楽曲を挿入すれば、教材を身近に感じる

ことができるであろう。また、FOLC 研究部会 6)によると、著作権に配慮した上であれば、テレ

ビ番組の映像を教材中に挿入することもできるという。それらの音声や映像を効果的に組み合わ

せることで、子どもの関心をより強く引くことのできる教材が製作できると考えられる。 

2.3 大型機器での再生が可能である 

調理実習の事前指導は主に、教室での一斉授業という形式で行われることが多い。その際、教

員はイラストや写真を提示しながら調理方法や調理上の注意点などを指導するが、資料はできる

限り大きなものを用意する必要がある。小さな資料の場合、後部の席に座る子どもや視力が低い

子どもは見づらくなってしまうことを考慮しなくてはならない。 

しかし、映像教材ならスクリーンや電子黒板などの大型機器で再生することが可能である。こ

の方法をとることで、後部の席に座る子どもや視力が低い子どもでも資料を見やすい。そのため、

映像教材は調理実習の事前指導だけでなく、すべての一斉指導において効果的であると言える。 

2.4 教材を管理しやすい 

紙の教材と比べると、映像教材は非常に管理しやすいというメリットがある。 

市販の映像教材は一般的に DVD に保存された形で販売されているが、DVD は小型で薄いため、

収納ケースに収納したとしても、保管に必要とする容積はほんのわずかである。 

また、DVD や映像データは紙の教材のような経年劣化が起きることもないため、製作時の品質

をほぼ永久に保つことができる。 

 

3. 映像教材のデメリット 

 前章では映像教材のメリットについて検討した。ここでは映像教材のデメリットについて検討

する。 

3.1 受け身の学習になってしまう 

映像教材を用いた学習は、言ってしまえば「ただ見るだけ」である。そのため、学習に対する

姿勢が受け身になりがちという欠点がある。高い学習意識を持った子どもであれば 後まで集中

して映像を見続けることができるが、そうでない子どもは途中で集中が途切れてしまい、よそ見

や私語を始めてしまうことが予想される。 

そのような状況を作り出さないためには、視聴時間が長すぎないものにしたり、あるいは子ど

もたちの関心をより強く引くことのできる内容の映像教材を選ぶ必要がある。 

3.2 コミュニケーションの不足 

コミュニケーションが不足しがちというのも映像教材の欠点である。映像教材を用いた授業で

は、基本的に映像が終わるまで教員は介入しない。そのため、教材と子どもの二者間で授業が進

行してしまう。そして、もし映像の内容に関して何か分からないことがあったとしても、子ども

が質問をできるのは映像が終わってからであり、映像後に時間の余裕がなければ質問できないま



― 5 ― 

ま授業が終わってしまう。 

そのため、教員は映像の途中で一時停止をするなどして、子どもたちの疑問点をその都度解消

していく必要があると言える。 

3.3 販売価格が高い 

教材制作会社から販売されている教材は、一般的にかなり高額である。例えば全教出版 7)から

販売されている「家庭科実習 調理実習基礎の基礎」という映像教材は、準備編、作業編、切り

方編、下ごしらえ編という構成になっており、値段は合計で 54,600 円である。 

小竹 8)は、自身のインタビューにおいて次のように語っている 

 

 

 

 

小竹の報告にもあるように、学校に割り当てられている教材購入費はまだまだ十分とは言えな

い。そのため、映像教材が欲しいと思っていても、値段が高額であるためになかなか手が出ない

現状におかれていると言える。 

3.4 著作権への配慮が必要 

映像教材はパソコンでのデータ管理が可能であり、教材の複製や第三者への送信が容易にでき

る。その結果、教員の気がつかないうちに教材製作者の著作権を侵害してしまう可能性がある。 

現代社会において人々の著作権に対する意識はより強くなっている。それにより、著作権の侵

害を提訴する訴訟も頻繁に起こされるようになった。つまり、現代では誰もが著作者となり得る

が、同時に誰もが著作権を侵害し得るようになったのである。著作権を不当に侵害すれば、誰も

が罰せられる。それは、著作権法で一部例外が認められている教員も例外ではない。 

 

4. 映像教材を自作するメリット 

前章では映像教材のメリットとデメリットについて考察した。その結果、映像教材にはメリッ

トも多いが、デメリットも数多く存在することが分かった。しかし、筆者は、映像教材を教員が

自作することで、市販の映像教材が持つデメリットを払拭、もしくは軽減できると考える。 

そこで本章では、市販の映像教材と比較しながら、教員が映像教材を自作するメリットについ

て検討する。 

4.1 子どもの関心をより強く引くことができる 

市販のものを購入するより、教師自らが映像教材を製作する方が子どもの関心をより引くこと

ができ、自作した教材の方が子どもたちは親近感をもつことができると予想される。 

調理実習の映像教材には、実際の調理を撮影した映像が用いられる。市販の映像教材に出演す

るのは教材製作会社の人間であり、子どもたちは彼らのことを何一つ知らない。しかし、自主製

近年、現場の先生方から「効果的な教材を導入したくても、購入する予算がない…」といった声

を聞きます。（中略）近年、地方公共団体の厳しい財政状況などもあり、教材購入費は地方交付税の

算定上の金額を大きく下回っている状況です。 
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作した映像教材に出演するのは教員自身である。教員自らが映像に出演することで、子どもたち

は教材に対する親近感を持ち、その結果、強い関心を持って映像を視聴させることができると考

える。 

ここで、曽我ら９）が行った授業実践を紹介したい。曽我らは映像教材を自作し、それを調理実

習の事前指導において利用した。その結果、「通常授業を受けている教師の映像」を用いることは、

（中略）学習者にとっては身近であり、学びやすいという結論に至った。つまり、映像教材を自作

することで、子どもたちに親近感と関心を持たせることに成功したのである。そしてこのことは、

前章で検討した「映像教材は集中が続きにくい」というデメリットに対する対応策になり得ると

考えられる。 

そもそも、映像教材は子どもたちに視聴されて初めて学習効果を発揮できるものである。彼ら

が視聴してくれないと、映像はただ再生されるだけとなり、もはやそれは学習ですらなくなって

しまう。子どもたちが関心を持つかどうかは、映像教材を用いた学習においてそれほど重要とい

える。 

また、自作の映像教材には効果音や BGM を自由に挿入することができる。例えば、子どもた

ちの好きな楽曲を使用することで、テレビの料理番組のような形式の教材を作ることができる。

それによって、彼らの関心をさらに引きつけることができると推測される。 

4.2 学習範囲を自由に設定できる 

映像教材を自作することで、教員は要点だけをまとめた必要 低限の学習内容の教材を作るこ

とができる。例えば、調理を行う上で必要な動作や、安全指導など、特に重要なポイントだけを

押えて作成することで、視聴時間を非常に短いものにすることができる。 

反対に、学習内容を追加していくことで、幅広い内容を学ぶことができる映像教材を作ること

もできる。その場合は視聴時間も長くなってしまうが、調理に関連する様々な内容を取り扱うこ

とで、家庭科と他教科との連携を図ることができると考えられる。学習範囲の設定は、学級の実

態に応じて設定するとよいだろう。授業時間数や空き時間に余裕がなければ要点のみの映像教材

を製作すればよいし、余裕があれば更に学習内容を追加していけばよい。 

このように、学習の範囲を自由に設定できるのも映像教材を自作するメリットといえる。 

4.3 取り扱う内容の自由度が高い 

取り扱う内容の自由度が高いのも自作映像教材の強みである。 

中学校学習指導要領解説 技術・家庭編 10)には「調理実習を中心とし、主として地域又は季節

の食材を利用することの意義について扱うこと。また、地域の伝統的な行事食や郷土料理を扱う

こともできること。」との記載がある。 

季節の食材を扱うことは市販の映像教材にもできるが、行事食や郷土料理を扱うことはできな

い。しかし、自作の映像教材であればそれらを取り扱うことができる。それだけではなく、教科

書に載っていない料理や、教員が自分で考案した料理まで扱うことができる。 
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よって、自作の映像教材は取り扱う内容に関する自由度が非常に高いと言える。 

4.4 教員の情報技術を向上できる 

映像教材を製作するには、パソコンに関する様々な知識と技術が必要となる。 

例えば、撮影した映像をパソコンで編集する際には、映像データに関する知識や、映像編集ソ

フトを操作する技術が必要になる。また、製作した教材を共有する際には、ネットワークに関す

る知識も必要になる。そのような映像編集の経験を積んでいく中で、教員は情報能力を向上させ

ることができると考える。そして、それによって身につけた情報能力は、他教科の教材作りにお

いても活用することができるであろう。 

現代における学校教育の情報整備は加速している。中川 11)は平成 21 年度の補正予算「学校 ICT

環境整備事業」によって、学校における ICT 環境の整備が進んだと話している。ICT 環境が整備

されることで、教員らはますます情報能力を要求されるようになった。なぜなら、整備された ICT

環境を使って授業を行うのは、他ならぬ教員だからである。そういった状況を考慮すると、教員

の情報能力の向上は急務であるとも言える。 

4.5 低価格で入手できる 

ここで、映像教材の自作にかかる費用について検討したい。 

まず、調理風景の録画にはビデオカメラ、もしくはデジタルカメラが必要となるが、これらの

撮影機器は多くの学校に既に配備されているため、新規で購入する必要はないと考える。また、

調理を行いながら撮影を行うのは不可能であるため、調理の撮影には三脚が必要となる。しかし、

撮影を手伝ってくれる協力者がいれば、新規に購入する必要はない。 

次に、映像編集を行うパソコンについてだが、これも多くの学校に既に配備されているため、

新規で購入する必要はないと考える。 

次に、映像編集に用いるソフトウェアについてだが、現在は高機能の映像編集ソフトがインタ

ーネット経由で無料でダウンロードできるようになっている。例えば、アメリカの Microsoft 社

はムービーメーカーという映像編集ソフトを無料で配布している。同ソフトウェアは無料であり

ながら、その扱いやすさと実用性から、主にパソコン操作を得意としないユーザーに支持されて

いる。このように、現在は無料で高機能の映像編集ソフトウェアを手に入れることができるため、

ソフトウェアの入手に関しても費用はかからないと考えられる。 

映像教材の作成に必要な機材は以上である。よって、映像教材を製作する際に必要となる費用

は、ほとんど食材の購入費用だけであると言ってよい。映像教材の購入費用が高額であることを

考えると、非常に魅力的であると言える。 

4.6 著作権が自分にあるので自由に使える 

もし市販の映像教材をアップロードすれば著作権法に違反するが、自作のものならば問題はな

い。自作した映像教材の著作権は著作者である教員に帰属する。そのため、DVD で配布したり、

インターネットで公開すれば、子どもたちが家庭で視聴することも可能となる。例えば、製作し
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た映像教材を子どもたちが家庭に持ち帰ることができれば、過去に調理実習で行った調理を、映

像を見ながら家庭で再挑戦することができるであろう。これは第１章で述べた「家庭での実践可

能な調理技能」の習得に繋がると考えられる。 

しかし、現状では家庭によって DVD の視聴環境やインターネットの環境に差があるため、実

現は難しいと言える。DVD 再生機器の普及やインターネット環境の整備が望まれる。また、市販

の映像教材に対して手を加えることはできないが、自作した映像教材であれば、いつでも好きな

ように編集し直すことができる。そのため、一度製作した映像教材を編集を加えながら何年も使

いまわすことも可能である。例えばクラスに食物アレルギーを持った子どもがいた場合、その子

の持つアレルギー食材だけを除外して、再び映像を撮り直すことが可能である。つまり、自作の

映像教材は子どもの実態に合わせた指導を行う際に効力を発揮し、授業改善に寄与するといえる。 

 

5. 自主制作方法の検討と実践 

前章では、映像教材を自主製作するメリットについて検討した。本章では、それらのメリット

を踏まえた上で、実際の製作方法を検討したい。 

5.1 映像を製作する際の注意点 

第２章でも触れたように、映像教材には、学習者が映像に飽きてしまった時点で学習効果が失

われてしまうというデメリットがある。そのため、教員が映像教材を製作する時は、子どもたち

を飽きさせない工夫をする必要がある。この点は何も映像教材に限らず、他の教材を作る場合で

も同じである。しかし、何十分もある映像を 初から 後まで飽きさせずに見せるのは難しい。

そのため、映像教材には「長すぎてはいけない」という制約がつくのである。その制約を守るた

めに、映像教材を製作する場合は、できる限り要点のみを抑えて製作する必要がある。 

また、製作した映像教材を用いて一斉学習を行う際、映像中に表示される文字が小さいと子ど

もの席によっては見づらくなってしまう。そのため、文字を打ち込む際はなるべく字を大きめに

設定することが必要である。 

また、著作権法第三十五条において、次のように記載されている。 

 

 

 

 

映像教材の場合、それが授業で利用する目的であれば、著作権法の例外に当たると考えられる。

そのため、映像教材にはインターネット上で配布されているフリーの音楽素材だけでなく、一般

の楽曲を用いることも可能である。 

ただし、それはあくまで授業の過程における使用を前提にしたものである。そのため、一般の

楽曲を教材に用いることはよいが、その場合許されるのは授業での利用のみとなり、インターネ

学校その他の教育機関（営利を目的として設置されているものを除く。）において教育を担任する

者及び授業を受ける者は、その授業の過程における使用に供することを目的とする場合には、必要

と認められる限度において、公表された著作物を複製することができる。 
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ット上にアップロードしたり、DVD にコピーして配布することはできなくなる。もし著作権法に

違反してしまうと、10 年以下の懲役又は 1000 万円以下の罰金に処せられる可能性があるため、

注意が必要である。 

5.2 具体的な製作手順 

 ここで、具体的な映像教材の製作の手順について検討したい。 

はじめに、調理実習で扱う料理や、用いる食材、調理の手順などを計画する。 

次に、撮影用のビデオカメラ、もしくはデジタルカメラを用意する。画質は高い方がよいが、

高い画質の映像を編集するためには、それに応じた処理能力を持つパソコンが必要になる。その

ため、撮影機器は 低限の動作が分かる画質のものであればよい。 

次に、撮影場所を確保する。可能であれば学校の調理室での撮影が望ましいが、管理者の許可

が取れない、あるいは時間の都合が合わないなどの問題がある場合は、自宅で撮影してもよいだ

ろう。その場合は動作のみに撮影内容を絞るなどして、なるべくコンパクトな映像にする必要が

ある。 

次に、撮影者を確保する。学校で撮影する場合は、自分の担当する子ども、もしくは同僚など

に頼むとよい。自宅で撮影する場合は、家族や知人に頼むとよいだろう。協力者がいない場合は、

三脚を使うなどして自分で撮影すればよいが、三脚では手元の動作が撮りづらい、あるいは手が

濡れていると操作できないなどの難点があるため、できることなら撮影者の協力を仰ぎたい。 

撮影の準備が整ったら、調理を行いながら撮影を進めていく。撮影者はなるべく手をぶれさせ

ないように気をつける。また、拡大して撮影した方がよいと思った箇所は、必要に応じてズーム

するとよい。そして、デジタルカメラは水や油に弱いため、汚さないように気をつける。ちなみ

に、食材の一覧や料理の完成図などは 1 枚写真として撮っておくとよい。 

ここで注意しておきたいのが、食材紹介の食材を撮影する際、食材はなるべく調理実習で用意

する状況に近い形で用意しておかなくてはならないという点だ。例えば、実習時に既にカットさ

れた肉を用いるのであれば、事前指導で用いる肉も、やはり事前にカットしておくべきなのであ

る。そうしないと子どもたちは、それらが同一の食材であると認識しづらくなってしまう。 

次に、編集に使用するソフトウェアについて検討する。 

筆者が行ったアンケートによると、「過去に映像編集を行ったことがあるか？」という問いに対

し、全体の 53%の学生が「ない（ないと思う）」と答えた。また、「学校で映像編集を習ったこと

があるか？」という問いに対し、全体の 50%の学生が「ない」と答えた。これらの結果から、大

学の教員養成課程では映像編集を経験する機会が不十分であり、また、現場の教員も同様に映像

編集に接する機会が少ないと推測する。 

そこで、今回の映像教材の製作実験では、比較的扱いやすいとされる Microsoft 社のムービー

メーカーを用いて映像編集を行うことにする。 

現在多くの教育現場ではパソコンの OS に Windows を用いているが、ムービーメーカーは
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Windows のパソコンに初期インストールされていることが多く、入っていないとしてもインター

ネット上で無料でダウンロードすることができる。 

次に、映像を編集する手順について詳しく検討する。 

はじめにムービーメーカーを起動し、撮影した映像をタイムライン上にすべて乗せる。その中

から、必要でないカットを削除していき、必要なカットだけを残す。次に、残したカットをトリ

ミングして、さらに必要な部分だけを残すようにする。カットの中間部分だけが必要な場合は、

中間部分でカットを二つに分割し、それぞれを再度トリミングする。 

トリミングが終わったら、次にキャプションを挿入する。キャプションには、材料の名前や、

調理の手順名、注意すべきポイントなどを記載するとよい。 

キャプションを挿入したら、次は音声の編集である。音楽や効果音を、好きなタイミングで挿

入する。効果音はあまり入れすぎると注意力が削がれてしまうため、要所のみに使うとよい。音

楽は基本的には何を用いてもよいが、先述した著作権の問題もあるため、なるべく著作権フリー

のものを用いた方がよい。著作権フリーの音楽素材は、インターネットにて容易に入手すること

ができる。また、ビデオのナレーションが聞きづらいときは、パソコンで再びナレーションを再

録音することも可能である。その場合はパソコン用のマイクを別途購入する必要があるが、専用

のマイクを利用することでビデオ撮影時の音声より鮮明に録音することができる。 

音声を編集し終わったら、次は仕上げである。ここで映像効果を加えたり、映像の明るさなど

を調節するなどの手直しを行う。 

後に編集した映像を保存し、編集作業は完了となる。以上が映像編集の手順である。 

次に、編集した映像の使用方法について検討したい。 

映像教材の配布方法として、DVD での配布と、インターネットでの公開の二種類が考えられる。 

DVD での配布はウェブでの配信と比べ、より高い画質で映像を視聴することが可能というメリ

ットがある。しかし、クラス全員に配布するためには人数分の DVD を用意しなくてはならず、

費用もかかってしまう。そのため、プロジェクターや電子黒板を利用した一斉学習に向いている

と言える。 

インターネットでの配信には、視聴環境を選ばないというメリットがある。例えば、インター

ネット上に映像教材のデータをアップロードすれば、スマートフォンやパソコン、タブレットな

どを介して、どこでも映像を視聴することができるようになる。また、この場合は学校の子ども

だけでなく、学外の人々も動画を視聴することができるため、保護者とのコミュニケーションに

も繋がると推測される。 

しかし、自宅で撮影した映像ならよいが、学内で撮影した映像の場合は、ウェブで公開するた

めには学校長らの許可が必要となるので注意が必要になる。 

また、映像中にテレビ番組や市販の楽曲が使用されている場合は、インターネット上にアップ

ロードすることはできない。インターネットで公開することができるのは、すべての映像・音声



― 11 ― 

を教員が作成したもの、あるいは著作権フリーのものでなければならない。 

 

6. 実際の製作例：製作実験の成果と課題 

本章では、これまで検討してきた内容を踏まえて実際に映像教材を製作し、それによって新た

な課題を見つけ出すことを目標とする。 

6.1 映像の構成 

筆者が実践した映像の構成は次の通りである。 

 

 

 

 

 

「１．料理名」では、その調理実習で取り扱う料理名、およびその完成図を表示する。これによ

り、子どもたちに調理実習で何を作るのかを言語的に、そして視覚的に理解させる。 

次の「２．食材」では、調理実習に用いる食材を動画と字幕で紹介していく。食材の写真を次々

に切り替えていくという方法でもよいし、動画で次々に手に持って撮影していくという方法でも

よい。 

「３．調理方法および注意点」では、実際の調理の映像や、安全管理に関する動画を再生する。 

後の「４．実食」では、制作した料理を教員が実際に食べるところを撮影した映像を再生す

る。この時、教員はおいしそうに食べるとよい。これは、子どもたちに教材に対する親近感を抱

かせると共に、子どもたちの「作ってみたい」という気持ちを強化するためである。 

6.2 製作例 

筆者は 2014 年 1 月 24 日に、中学校の調理実習でカレーの製作を行うと想定し、その事前学習

用の映像教材を作るという実験を行った(写真１を参照)。 

調理は大学の研究室で行い、撮影には私物のデジタルカメラを用いた。編集には前章で検討し

た Microsoft 社のムービーメーカーを使用した。調理時間は調理器具の準備を含めておよそ１時

間、編集には３時間ほどの時間が必要となった。 

 

 

 

 

 

 

 

１．料理名(完成図) 

２．食材 

３．調理方法および注意点 

４．実食 
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写真１ 製作した映像教材のキャプチャー画像 
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6.3 製作実験の成果と課題 

撮影を行って判明したのは、調理の撮影には協力者の存在が必要不可欠ということである。実

際に撮影を行うまでは、協力者がいなくても三脚を用いることで調理の撮影は実行可能であると

考えていた。しかし、三脚では調理者の目線で撮影をすることができず、結局同じ研究室の学生

の協力を仰ぐことになった。そして、調理者は調理、撮影者は撮影というように、作業を完全に

分担したところ、効率よく撮影を進めることができた。よりよい教材を作るためにも、やはり協

力者の存在は必要と言える。 

また、大事なシーンを撮り逃すといけないという理由から、実践では調理の 初から 後まで

カメラを回し続けたが、それにより、撮影した映像を編集する際にどれが必要なカットなのか分

からなくなってしまった。そして、映像の選別に時間がかかり、その結果想定していたよりも編

集に時間がかかってしまった。そのため、撮影する前に必要であると思われるシーンはあらかじ

め紙に書いてたりシナリオを作ったりしておき、ポイントを整理した方がよいと考える。 

また、撮影したデジタルカメラの画素数が高いものであったことから、撮影した映像のデータ

が大きなものになってしまった。その結果、ムービーメーカーが強制終了されてしまったり、フ

ァイルを開くのに時間がかかってしまったりして、編集作業が難航した。よって、画素数の高い

デジタルカメラやビデオカメラを用いる際は、処理能力の高いパソコンで編集を行うか、撮影時

の設定を変えるなどして、映像の画質を低いものにした方がよいという結論に達した。 

後に、ムービーメーカーを使用した感想について述べる。ムービーメーカーには映像の結合

や分割、映像効果の指定など、必要 低限の機能がそろっており、映像教材を製作する目的は十

分に果たせると言える。ただし、複数のキャプションを同時に挿入できないなど、編集機能の限

界も時折感じた。そのため、今後は他の無料の映像編集ソフトも使用して、その使用感を比較し

ていきたい。 

 

7.  検討の成果と今後の課題 

 ここでは、検討の成果と今後の課題について述べる。 

7.1 検討の成果 

本稿では、調理実習の事前指導に用いる映像教材の自主製作について検討した。 

その結果、今日の調理実習には、「家庭で実践可能な調理技能が習得できていない」、「事前指導

に静止画資料が利用されている」などの問題があることが分かった。 

また、映像教材は「動画を用いることで子どもの視覚的理解を促し、音声を用いることで学習

意欲の喚起を促す。また、大型機器での再生が可能など、一斉授業に適しており、データ管理が

可能なことから、教材を管理しやすい」というメリットを持つことが分かった。 

逆に、デメリットとしては「受け身の学習になりやすいため、集中力が続きにくい上に、教員

と子どもの間のコミュニケーションも不足しやすい」点や、「教材本体の販売価格が高く、購入し
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た後も著作権上の配慮が必要」な点が挙げられることが分かった。 

しかし、映像教材が持つデメリットは、それを自作することで軽減できることが分かった。例

えば、映像教材を自作することで「子どもたちの関心をより強く引くことができる」ほか、「必要

に応じて学習範囲を自由に設定」することができることが分かった。また、映像教材は「低予算

で製作できる」上に、自作することで「教員の情報技術向上にも繋がり、製作後も自由に手を加

えることができる」ことが分かった。 

また、本研究では、実際に調理実習の事前学習を想定した映像教材を製作するという実験を行

った。その結果、「調理を撮影する際には協力者の存在が必要不可欠」であることや、「撮影する

前に必要なシーンをあらかじめ予想しておいた方がよい」ことが分かった。また、編集を通して、

「映像の画質を低いものにした方がよい」ことや、「ムービーメーカーには機能の限界がある」こ

とを指摘しておきたい。 

7.2 今後の課題 

実験で使用したソフトウェアがムービーメーカーだけであり、他のソフトウェアの使用感につ

いて考察することができなかった。そのため、今後は他の無料のソフトウェアを使用・比較する

ことで、より映像教材の製作に適したソフトウェアの発見に努めたい。 

また、第３章で述べたように、現在は家庭によって DVD の視聴環境やインターネット環境に

差があるため、教員が製作した映像教材を利用した家庭学習は行うことができない。そのため、

今後はすべての子どもが家庭で映像教材を視聴できる方法を検討したい。 
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